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は じ め に

 明治維新の変革期には，政治経済の近代化とともに生活全般の近代化が推し進められた。衣生活

に関しては，この時期の服装の改革が日本人の洋装化の起点となり現代の衣生活につながっている

と考えられる。このため現代の衣生活の源流を探る目的で，明治以降の洋服受容の過程をテーマと

してきた。明治以降の洋装化に関連した研究としては，中山千代氏の労作「日本婦人洋装史」D

の他，断片的に女子洋装の変遷をまとめた報告があり，しだいにその全容が明らかにされつつある。

しかし，日本の近代化の流れの中に衣生活の洋装化を明確に位置づけた研究はまだ見られない。

 これまでの研究「日本における洋服受容の過程・明治前期2）・明治中期3）」により明らかにし

てきたのは以下のようなことである。明治前期は，軍服，礼服，職能服など政治的要請に基づく洋

服が着用された。中期以降は，憲法発布，国会開設，銀行や株式会社の設立など政府の近代化政策

の実現とともにこれらの新しい機構の中で働く人々によって受容された。職場や，公式の場で着用

される男子の洋服に対して，社会進出の閉ざされていた女子の洋装化はほとんど進まなかった。明

治16，7年を中心になされた鹿鳴館のバッスルスタイルは宮廷風俗の中にわずかに残った。それ以降

は，極端な欧化政策の反動から洋装は姿を消し，30年代に入り内地雑居に絡んで，改良服が検討さ

れるようになった。

 画報は，これに続く20世紀（明治34年）頃からの明治後期についての研究である。なお，主な使

用文献は，女学雑誌，風俗画報，新聞集成明治編年史，明治ニュース事典などである。

一111一



宇 野 保 子

1．男子服の洋装化

1－1 一般への普及

 男子洋服は，前代に引き続き，明治30年代のめざましい産業の発達のもと設立された銀行のや，

株式会社などの新しい機構の中で働く人々によって盛んに受容された。この間の様子は，風俗画報

の流行門や，この時期に発刊された洋裁書のはしがきなどから知ることができる。たとえば明治35

年の風俗画報には，

  従来洋服は，一寸人品が豪さうに見られ，之を召さるる方は，凡て紳士とか官吏に限れるもの

  のやうに思はれしが，跳び廻る仕事には，和服の婆裟婆裟せるに優れりとて，近来商家等にも

  着用するもの多く見ゆることなるが，その風采の如何は兎に角，実利上，甚だ嘉みすべきこと

  にぞある。5）

とあり，男子の洋服着用者の広がりを知ることができる。また，明治41年発行の「ミシン裁縫独案

内」にも以下のような記述がみられる。

  現今に一般の人士が軽便と実利とを感じ来るの結果として，洋服の着用者は年と共に増加し，

  五十万の軍人二百万の学生を始め諸官銀行株式会等の通勤者より一般の商人職工に至るまで日

  常の着用者は国内に於て其数無量五百余万人に及ぶ6）

さらにこのことを裏付けるように，断腸亭日記の中にも

  日露戦争この方十年来到処理の目につくは軍人ともつかず学生ともつかぬ一種の制服姿なり。

  市中電車の雇鉄道員の役人，軍人の馬丁，銀行会社の小使なぞ，此等の者殆ど学生と混同して

との記述や

  夏となればまた制服ならぬ一種の制服目につくなり。銀行会社は重役頭取より下は薄給の臨時

  雇のものに至るまで申合わせたるやうに白き立襟の洋服を着し，η

との表現が見られる。

 此等を総合すると，明治初年から政府主導型の近代化政策の一環として政府高官や一部の知識階

級に着用されてきた洋服が，明治後期には一般の通勤者，商工業者の仕事着として普及したことが

わかる。

1－2 流行スタイル

 次に’，この間の流行の洋服の特徴を風俗画報の記述をもとにまとめてみる。表1に示すように礼

服から通常服に至るまで殆どの洋服を網羅している。また，それぞれの洋服について地質や，仕立

ての詳細な記述があり，帽子や靴などの小物や付属品についても言及している。表に従って，この

時代の男子洋服について概観する。

 明治33年頃には，胸の開きがやや狭く，ズボンの裾が細いものが流行していた。8）その後35年

には，胸の開きの広いものに流行の中心が移っている。40年代には，米国式と，英国式の違いにつ

いても語られるようになっている。9）続いて41年には次のような記述が見られる。
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表1 明治後期男子洋服の流行（風俗画報より作成）

全体の特徴 燕 尾 服 モーニングコート フロックコート 背 広 その他

・胸の開きがや ・表は黒編子目 ・表は黒又は紺 ・編子目綾、黒無 ・洋語の霜降メルト 舛シード

や狭く、ズガンの 綾、黒無地羅紗 綾羅紗、メルトン、ズ 地羅紗の三つ揃 ン、台笠羅紗の三 一口パーコー十

裾は、細い。 ・裏は仏蘭西絹 ボンは竪縞羅紗 か、ス’ホ’ンを藍鼠 っ揃又はス’ホ’ン ロングコート

明 ・チョッキのボタンは2 ・裏は黒毛編子ア 紺茶色などの竪 を竪縞スコッチ、裏 インバネス

行が主流。 40円～50円 ルパカ 縞羅紗とし、黒 を共色の毛鬼子 吾妻コート

・一ﾊによく着 亭亭の見返し付 か綾アルパカ 帽子

治 用されているの 裏は仏蘭西絹 靴下
は、フロック｝トと背 ・上着とチョッキを ・両前背広は茶 靴
広。 黒無地羅紗、ス’ の格子のスコッチ、

33 ボンを藍鼠地中 紺綾メルトン、玉ヘル、

竪縞の羅紗、或 霜降太綾羅紗の

いは縞物か鼠茶 三つ揃

年 の綱代羅紗に紋
織りのチョッキ 25円～30円

45臥50円

・紳士、官吏の他 ・地質は、黒無地 ・地質はチェヒオット ・地質はメルトン、黒 ・地質は黒、紺羅 外套

商家などにも着 綾からペキェーナー 類の黒、ウォーステット の三つ揃は改ま 紗、霜降竪縞、黒 猟衣

用者あり （メルトン地質様） 竪縞、スコットの霜 りすぎるのでチョ 鼠飛白

・従来の胸の開 ・仕立は、衿の返 降 ッキに変縞を使用 ・仕立ては、衿を

きの詰まった物 しを全部絹に、 ・黒地は、衿幅狭 ・仕立ては、胸 小さく肩を高く

より、開いた物 花挿しの穴は、 く袖口は本開、 開が一寸方開き 広くし裾に角味
が流行。 三個から上部に ボタンは3個、右 丸衿、肩幅を大 ・胸の狭い人は

・チョッキのボタンの 腰に小さなボケ きく見せるため 胸ポッケトをつけ

数は3、4個対の ット、丈は膝よ 反り襟は大きく ない物も可

明 物は儀式用、普 り2寸短い 付けない ・上着のボタンは3

通は、白地か変 ・縞地は、胸幅の ・丈は1イ万尋短 個が新型

縞 両方に蓋つきの く袖口は本開 ・チョッキは、上着と

治 ・ズボンは小柄の ホ．ケットを附し総 ・ス’ボンは竪縞か 対が大流行

縞、寸法は膝で 縫目を二重飾に 細かい柄の地味
18イ冴半裾口で ・チョッキは胸のふ な物 23円～45円

35 18インチの幅 わりと開いた物 25序49円

48円～78円 が流行 34眺78円

・ズボンは、竪縞

年 の大柄

32円～62円

・背広のシングルと ・地質は、メルトン ・地質は、メルトンと ・片前は、藍鼠、 外套

明 ダブ’ルのそれぞ の黒紺 編量目綾絨の黒 濃い鼠、霜降メルト インバネス

れの流行が見ら ・ズボンはフロックコー ・ズボンはごく地 ン、スコ歎綾絨、両 吾妻コート

れた。 よりすこし派手 味な縦縞霜降羅 前は黒、紺綾メルト トンビ

治 な物 紗 ン玉ヘル、霜降、太 銃猟服
・丈は、膝頭位 綾織り等

のやや長めが流 ・本年の流行は
38 行 メルトン、霜降羅紗、

28円～45円 縞ス］ッチ

35陣60円

年 18円～35円
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全体の特徴 燕 尾 服 モこングコート フロックコート 背 広 その他

・朦朧として、鮮 ・地質は、霜降り ・地質白露綾メルト ・格子縞羅紗、縞 オーハ’一コート

明でない縞柄が 紺、黒等のメルトン ン、無地綾 メルトン、縞スコッチな

好まれる ・縞羅紗、縞メルトン ・衿幅広く、腰部 ど朦朧とした縞
・英国式と、米国 はハイカラ風 を稽引きしめる 柄

式の仕立てがあ ・衿が稽廣く丈 ・色は黒濃い鼠

り英国式の需要 の長い三ッ釦 38円～75円 茶

が多くなった 腰部に自然な丸 ・一sの四つ釦
みを持たせる物 に、衿の返りが

明 が流行 稽狭めで、衿先

の角度を鋭くし
25円～50円 た英国式が好ま

治 れる

・丈が長く三力

所に馬乗りのつ
40 いた米国式の需

要はすくない
・チョッキは、1行の

年 六つ釦胸明き狭

く衿の折り返の

のない坊主衿

・ズボンは英国式

が稽細め、米国

式は太め

18円～40円

・派手な柄物は ・地質は、黒無地 ・黒無地のメルトン ・極端な流行は ・地味な鼠縞、黒 オーバーコート

明 軽蔑され地味な の編子綾かプロ 編子綾の稽毛羽 なく、不相変 みを帯びた青地 チェスターコート

目立たない縞物 一ド如ス類 立った物 長さは膝まで の目立たぬ縞物
が流行。 ・胸折は、切り目 ・ズボンはさっ ・チョッキは二 ・英国式と、米国

治 ・洋服の仕立て のある物とない ばりした縞物 重釦と単列釦が 式あり
方が進歩し、洋 物が半々の流行 ・シャツは白無 半々の流行 ・釦は、シンク’ルの

服屋ごとに客の ・返り裏は、裏地 地、立ち襟、衿飾 ・ズボンは竪縞 2，3個忍び賞遇
41 希望により英国 と半切か號珀 はアスコットかフオールイ ・シャツは白無地、 あるが3個が無
式と米国式が行 ・シャツは白無 ンハンド 立襟 難

われた 地衿は立襟、衿 ・衿飾はアスコットか

年 飾りは白の蝶形 フォールインハンド

・靴は黒塗革の ・帽子はシルクハット

釦掛け、帽子はシ か山高帽
ルクハット

仕事着または旅行服として，最も便利なるものとして，背広の最も多く見受けらるるは，今更

新しく云ふまでもなく，其流行の地柄は，両三年前往々見受けたる如き，派手な縞ものはむし

 ろ極端なる，否，野卑なるハイカラ式として軽蔑され日本人の性質から云ふても将欧米諸国の

高等なる社会の風潮から云ふても常に重用せらるべき筈のヂミな寸歩または黒味を帯びた青地

 の目だたぬ縞物最も多く流行するが如し10）

ここにはかって江戸の日本人が和服に表現した「いき」の美意識に共通するところが多く，この
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テフクλ一 ト 7ロフクスー墜   モー呂ソグスート

轟

ド   レ 卜

ことは，明治初年から異文

化として受容されてきた男

子洋服がこの時期消化吸収

されて次第に日本人の生活

に同化してきたものととら

えることができる。

燕 尾 隠

写真1 明治後期紳士の服装

2．女子服の洋装化

2－1 宮廷服

 女子の洋服は，鹿鳴館に象徴される極端な欧化政策の反動で殆ど着用されなくなっていた。しか

しこの間も宮中では，女子宮廷服として洋服が採用されていた。

 宮中の洋服については，明治40年の風俗画報に記されている。それによれば，「元旦の朝拝には

大礼服としてローブデコルテに絹の手袋と靴下を着用し，夜会服にもローブデコルテを用いる。天

長節，紀元節には中礼服のローブ・ド・モンタンを，観菊，観桜の宴や謁見の場合にはビジチイソ

グドレスを用いる。11）」な：ど宮中の公式行事にはすべて洋

服が着用されていたことがわかる。服地は西陣の織物を用い

ていたが，調度局から直接フランスに注文していたことも記

されている。注文を受けるフランスの洋服店では，各国皇族，

貴族の全身模型を用意したという。上等なフランス絹に立体

裁断の技術を駆使した高価なドレスであった。

 このような洋装の宮廷服を着用しての公式行事に参列した

外国人に，東宮の侍医をつとめるペルツがいた。彼は，明治

37年1月1日の日記に「妃は白の洋装で，いつものようにお

優しくお美しい。お気の毒に，3メートルは優にある重い長

い裾で，歩くのにとてもお困りだろう。12）」と記している。

 写真2が，このベルツの見た東宮妃着用の中礼服であるこ

のドレスは，ワンピース型に見えるが，ウエストで上衣とス

カートに分かれるツーピースの構成にな：っている13）上衣は

ボーンを入れて形を整え，ウエストの内側のインサイドペル

騰

購

 ゴ獅四隣

・懸盤錫
写真2 東宮妃着用中礼服
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トで固定している。

2－2 女子洋装の増加

難纏総；鑛論議魏
に羽織袴の着用が禁じられたので，紳士はもとより，婦人服
  ママ
を調整するものが非常に多かった14）」との記述があり，39年

6月には「このごろ洋服を着して外出するもの中流以上の婦

人令嬢の間に見かけること多し15）」と報じられている。この

ほか41年に発刊された洋裁書の中にも「このごろ婦人子供の

洋服着用者が著しく増加して参りました16）」の記述が見ら

れる。

 日清日露の戦争後，資本主義の発達に伴い拡大したブルジョ

ア層の女性的に社交服，外出着として次第に洋服が着用され

ていったものと思われる。

 この頃の女子洋装のデザインについては，風俗画報332号
                            写真3 ハイカラー，ゴアード・
の記述に「早着を多くして，袖先をなるべく細くする等以前     スカートのドレス

とは正反対にしてカフスの袖も広くなり，大抵五吋より八吋を用い，胸は平らかなるを喜び，胴前

の膨らみは思ひ切って豊かに，また胴は出来るだけ細きを冷しとせり17）」とあるので，ハイカラー，

ゴアード・スカート，レッグ・オブ・マトン・ド・スリーブを特徴とする写真3のようなデザイン

と考えられる。

 これはちょうど1890年から1900年目ヨーロッパで流行したスタイルでやや遅れて1906年の日本で

見られたものと推察される。このスタイルは，宮廷服と同様良質の日本製白絹地をフランスで染色

加工した世界最良の絹を使用し，高度な技術を必要とする立体裁断で入念に仕立てられたものだっ

た。

 このためドレスの値段は，「常服で30円より40円その他好みを云えば150円から160円，礼服では，

大礼服が150円から300円，中礼服は50円から150円，これも好み次第では400円のものもある18）」

と言う状態だった。これを当時の大卒公務員の初任給月俸50円，銀行員の35円と比べると一般庶民

の生活にはほど遠いものだった。総理大臣の年俸12000円19）と比較しても大変な額で上流階級にとっ

ても高価な買い物であったことがわかる。

2－3 女性の職業と洋装化

 前節の様な高価なドレスに対して，従来の和服の非機能性を補うための実用的な被服として受容

された洋服もいくつか見られた。
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写真4看護服

 女子教育が普及し働く女性の分

野もわずかに開かれてきたこの時

期，女子の職業服としてまず成立

したのが看護服であった。日清戦

争勃発時には，「日赤や同志社医

から600人の看護婦が従軍した。」

ことや，「明治33年の北清事変か

らは，海上勤務も始まり，病院船

の博愛丸や高裁丸等に約700人の

看護婦が乗り組み傷病兵の看護に

あたった鋤」などの記述から，

従来の和服ではその勤務が果たせ

ず，洋装スタイルの看護服が採用

されたものと考えられる。写真4は，「ミシン裁縫独案内」に紹介されている看護服である。21》マ

トン・ド・スリーブや，ハイカラーなどヨーロッパの流行を取り入れたワンピース型の職務服であった。

 このほか女性の職業として，女優鋤，西洋音楽隊等23）の新しい職業がみられ洋服が採用された

ことが知られている。

 また19世紀後半のヨーロッパでは，スポーツが盛んになり女性も自転車，乗馬，海水浴などを楽

しむ生活様式が生まれてきた。この傾向はしだいに日本にも現れ，スポーツ服としての洋服が見ら

れるよ’うになった。写真5に示すのはその一例であるが，風俗画報169号の表紙を飾ったもので，

麦藁帽子に，当時としては大胆な水着姿の女性が描かれている。鱒

次に・これまでも新しい風俗の担い手となってきた女学生 @ 瓢鋤驚騰㌔
についてであるが，明治32年に高等女学校令が公布され各地

に女学校が開校し，続いて津田英学塾や女子医学校，日本女

子大学校が設立され，高等女子教育の基礎が確立し，女子学

生の数が飛躍的に増えた。女学生にはすでに筒袖，袴姿が定

着し，改良服が奨励されていたが，学校教育に必要な体育の

服装が残された課題だった。

 東京女子高等師範学校では，アメリカ留学を終えて帰国し

た井ロアグリにより，アメリカ式体操服を制定，日本女子大

学校でも洋服を採用し，東京名物の同校の運動会で洋服姿の

デルサートが紹介された。しかし，多くの地方の女学校では，

たすき掛けで和服の袖をおさえたり，袴の裾をひもでしめて

ブルマー風にするなどの工夫をして学校体育を行っていた。

                              写真5 明治後期の水着
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宇 野 保 子

2－4 洋服裁縫と女子洋装

 明治後期は，高等女子教育の基礎が確立した時期であったが，女子の職業教育のための学校の設

立も見逃すことが出来ない。明治39年10月麹町区有楽町1丁目に新築になったシンガーミシン裁縫

女学院の開校式が行われている。ゐ）これは日本最初の洋裁専門学校であり，日本女性に対する洋

裁の普及とシンガーの直営店の洋裁教師を養成する目的で設立された。ここで，女性がミシンを使っ

て洋服を縫う技術を習得するようになった。また既存の女学校や専門学校でも洋服裁縫を取り入れ

るようになっており，明治40年の東京勧業博覧会には共立女子職業学校が婦人洋服，帽子を出品し

ている。ちょうどこの頃，多くの内容の充実した洋裁書が発刊され，子供服，洋装小物などの制作

が詳しく記されている。これらの洋裁書の中には，型紙の通信販売の広告を出しているものも見ら

れた。26）

 女子の洋服着用者は一部の職業婦人や，ブルジョア層に限られていたが，裁縫の知識や技術とし

ての洋装は，学校や，洋裁書を通して，広い範囲に普及したと考えられる。女子の洋装化は，「着

用」よりも「裁縫」が先行した。この頃から，子供服や，洋装小物の受容が盛んになったのは，女

性の家庭での洋服裁縫に負うところが大きい。

お わ り に

 明治後期の洋装は，政府の近代化政策の実現に伴う近代産業の従事者である男子洋装，そこから

生まれたブルジョア層の女性に受容された高価なドレス，近代天皇制に支えられた宮廷風俗として

の洋装に特徴づけられる。

 男子洋装は，広い範囲で受容され，その着装には，和服と共通する美意識も見られ，しだいに衣

生活の中に大きな位置をしめるようになった。

 女子の洋装は，一般の人たちにとっては，「洋服裁縫」という形で受け入れられた。女学校や洋

裁の独習書から得られた洋服に対する知識や技術は，子供服や洋装小物の制作に役立ち，続く大正

時代の生活改良へとつながるのである。

1）中山千代

2）桜井保子

3）宇野保子

4）加藤俊彦
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